
社会資本総合整備計画書（第２回変更）

（長崎県・時津町
と ぎ つ ち ょ う

）

平成２７年１０月



時津南部地区都市再生整備計画
平成24年度　～　平成28年度　（5年間） 時津町

１．住環境改善率
２．下水道普及での衛生環境改善率
３．慢性的な交通混雑度の緩和

（H24当初） （H26末） （H28末）
狭隘道路整備及び新設拡充整備で、幅員６ｍ以上の道路に面する換地の従前宅地面積を抽出計測して、従前宅地面積との割合

Ａ1　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度）

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H24 H25 H26 H27 H28

合計 1,530

Ｂ　関連社会資本整備事業

事業 地域 交付 直接

種別 種別 対象 間接 H24 H25 H26 H27 H28

合計 0

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度）
種別 種別 対象 間接 H24 H25 H26 H27 H28

合計 0

番号 備考

交付

対象

1,530

一体的に実施することにより期待される効果

C' 0.00%

備考

A' B' 00

その他関連する事業

　　定量的指標の定義及び算定式

Ｂ Ｃ
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

市町村名
港湾・地区名

計画の目標
計画の期間 交付対象

(C+C')/((A+A')+(B+b')+(C+C'))0

－

　　　 人にやさしい安全・安心・快適な住居環境への一体整備を図り、交通及び生活の利便向上による暮らしやすいまちの創造
目標１．狭隘で紆余曲折した生活道路の整備改善での安全化をもって、住民が安心快適に暮らせる居住環境を創出する。
目標２．生活衛生基盤施設として下水道整備の拡充を図り、快適・安心の向上をもって安らぎのある居住環境を創出する。
目標３．広域的な連携策を図り、車両交通の安全化をもって生活利便性の向上を創出する。

全体事業費
（百万円）

社会資本総合整備計画（市街地整備）

定量的指標の現況値及び目標値

計画の名称

49%

全体事業費
（百万円）事業種別 要素となる事業名

当初現況値

市町村名
要素となる事業名

39%

備考

備考

時津南部地区都市再生整備計画事業

事業実施期間（年度）

－

（事業箇所）

1.25以下
拡幅必要な現道の交通量混雑度を整備前後で計測する値

直接

0Ａ 0 百万円百万円

一体的に実施することにより期待される効果

事業内容 市町村名
港湾・地区名

事業者

一般

最終目標値中間目標値

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

効果促進事業費の割合
全体事業費 百万円1,530 百万円

26%

整備完備想定長、6600ｍ（区画整理事業の道路延長）に対する現況下水道分を従前値とし、新規事業による不用現況分を減じて、整備分を加味
しての衛生環境割合

全体事業費
（百万円）

1-A-1

（延長・面積等）

　　計画の成果目標（定量的指標）

17%

1.76

時津町

交付対象事業

道路、区画整理等189.2ha

備考

市町村名
港湾・地区名

要素となる事業名

要素となる事業名事業者

事業者

時津町

番号

番号

事業内容

都市再生 時津町

1,530 0.0%

備考
全体事業費
（百万円）




